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① FOMC議事録：想定よりも早期に速いペースでの利上げの可能性を示唆
② ロシアがウクライナへの侵攻開始
③ FOMC議事録：5月会合で資産圧縮プロセスを開始する可能性を示唆
④ FOMCが0.5%の利上げを決定

⚫ 2022年初来の米国株式市場は、ウクライナ危機や利上げを巡る不透明感などから変動が大きい相場となっています。そのような環境下、安定的な利回りを求める
動きから、米国高配当株（S&P高配当貴族指数）は底堅い動きとなっています。

⚫ 長期で見ても、相対的に高い配当を積み上げたこと等により、米国高配当株は米国株全体（S&P500指数）と比較してパフォーマンスが良好です。

不透明な市場環境の中で注目される米国高配当株
2022年6月14日

次号は米国企業の株主還元策や
「配当」に着目した米国株ETFの

資金フローをご紹介

2022年初来の米国高配当株は米国株全体を上回って推移

短期：不安定な相場環境下、安定的な利回り追求の動きから米国高配当株は底堅い推移

長期：配当の積み上げ等により米国高配当株は米国株全体と比較して良好なパフォーマンス

【短期】 米国高配当株と米国株全体の推移

（年/月）

（出所）ブルームバーグ（期間）2022年1月初～2022年6月10日
※各指数は配当込み
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【長期】 米国高配当株と米国株全体の推移
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（出所）ブルームバーグ（期間）2000年12月末～2022年5月末
※各指数は配当込み ※月次データ
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【テーマ・レポート：今、米国高配当資産について知りたいこと】

『S&P高配当貴族指数』とは？

米国の時価総額の約90%をカバーしているS&Pコンポジット1500指数のうち、過去20年以上連続して増配を続けている銘柄から構成されている米国高配当株の代表的な指数です。
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